
　
寺
院
資
料
学
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沃
野
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小
峯
和
明

　

近
年
、
人
文
学
退
潮
路
線
に
抗
し
て
、
文
学
、
歴
史
、
宗
教
、
美
術
、
民

俗
等
々
、
諸
領
域
の
連
携
や
相
互
乗
り
入
れ
が
急
速
に
展
開
し
、
あ
ら
た
な

研
究
の
地
平
を
形
作
り
つ
つ
あ
る
。
と
り
わ
け
め
ざ
ま
し
い
分
野
の
代
表
が

諸
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
る
聖
教
、
典
籍
文
書
類
の
悉
皆
調
査
に
も
と
づ
く
研

究
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
単
な
る
新
出
資
料
の
紹
介
や
特
定
ジ
ャ
ン
ル
の
枠

内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
前
近
代
の
学
と
知
の
全
体
像
を
浮
き
彫
り
に
す
る
総

合
的
、
体
系
的
な
方
位
に
進
展
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
じ
て
「
寺
院

資
料
学
」
と
名
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
従
前
は
仁
和
寺
や
醍
醐
寺
、
高

山
寺
、
真
福
寺
な
ど
国
宝
・
重
文
ク
ラ
ス
を
擁
す
る
著
名
な
大
寺
院
ば
か
り

が
着
目
さ
れ
、
在
地
の
中
小
の
寺
院
は
見
の
が
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
度
の
寺
院
資
料
学
叢
書
の
企
画
は
、
殊
に
各
地
域
の
一
般
的
に
名
も

知
ら
れ
て
い
な
い
寺
院
資
料
調
査
の
積
年
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
、
学

僧
達
に
よ
っ
て
精
魂
傾
け
て
記
述
さ
れ
書
写
さ
れ
、
刻
印
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
、
典
籍
文
書
類
を
一
点
ご
と
に
丹
念
に
地
道
に
調
査
し
、
そ
の
価
値
を
明

ら
か
に
す
る
、
き
わ
め
て
意
欲
的
な
試
み
で
あ
る
。
埋
も
れ
て
い
た
資
料
に

光
を
当
て
て
今
日
に
甦
ら
せ
る
営
為
、
そ
こ
に
学
問
研
究
の
醍
醐
味
も
あ

り
、
ま
さ
に
今
後
の
研
究
の
動
向
を
大
き
く
左
右
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

　

本
叢
書
の
公
刊
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
な
研
究
の
ス
テ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
に

拓
か
れ
て
い
く
か
、
大
い
な
る
期
待
を
持
っ
て
見
守
り
た
い
と
思
う
。

（
立
教
大
学
名
誉
教
授
）

　『
寺
院
文
献
資
料
学
の
新
展
開
』に
期
待
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
木
文
美
士

　

昨
年
完
結
し
た
『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
は
、
主
と
し
て
真
福
寺
所
蔵
本
に

称
名
寺
所
蔵
本
を
併
せ
る
形
で
編
集
を
進
め
た
が
、
最
後
の
段
階
に
な
っ

て
、
覚
城
院
か
ら
『
密
宗
超
過
仏
祖
決
』
の
寂
雲
自
筆
写
本
が
発
見
さ

れ
、
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
寂
雲
は
真
福
寺
を
創
建
し
た
能
信
の
師
で
あ

り
、
そ
の
自
筆
本
が
真
福
寺
か
ら
四
国
の
覚
城
院
に
移
っ
た
経
緯
も
ほ
ぼ

解
明
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
当
時
の
仏
教
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
端
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
写
本
は
、
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
巻
の
第
十
二
巻
に
収
め

ら
れ
、
中
山
一
麿
氏
、
伊
藤
聡
氏
に
解
題
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
。
今

回
、
そ
の
覚
城
院
聖
教
の
調
査
報
告
を
は
じ
め
と
し
て
、
従
来
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
多
く
の
寺
院
資
料
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
研
究
状
況
が
明
ら
か

に
な
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
大
き
な
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
本

シ
リ
ー
ズ
に
は
近
世
仏
教
資
料
の
巻
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
も
嬉
し
い
こ

と
で
あ
る
。
近
世
資
料
は
中
世
資
料
に
比
べ
て
価
値
の
低
い
も
の
と
考
え

ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
な
い
ま
ま
多
く
の
寺
院
に
死
蔵
さ
れ
て
い

る
。
新
安
流
の
浄
厳
は
近
世
仏
教
の
中
で
も
も
っ
と
高
く
評
価
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
神
道
の
玉
水
流
も
近
世
資
料
が
主
と
い
う
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
後
近
世
仏
教
史
が

大
き
く
書
き
換
え
ら
れ
る
第
一
歩
に
な
る
も
の
と
、
い
ま
か
ら
胸
を
躍
ら

せ
て
い
る
。

（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉
教
授
）

■
各
巻
予
価

税
込
１
９
、８
０
０
円（
本
体
１
８
、０
０
０
円
＋
税
）

■ 

菊
判
・
上
製
・
ク
ロ
ス
表
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バ
ー
装
・
平
均
５
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頁
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（
セ
ッ
ト
） C

3
315

＊
お
近
く
の
書
店
ま
た
は
小
社
ま
で
ご
注
文
く
だ
さ
い

　

中
央
の
主
要
寺
院
と
の
関
わ
り
の
中
で
注
目
さ
れ

る
地
方
寺
院
の
悉
皆
調
査
の
成
果
を
、論
文
お
よ
び

資
料
翻
刻
・
解
題
に
よ
り
横
断
的
に
紹
介
。寺
院
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
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持
真
言
行
者
、
観
身
如
仏
形
、
根
本
命
金
剛
、
尺
輪
以
為
座
、
多
羅
為
二
目
、
毘
倶
胝
為
耳
、
嬉
戯
為
鼻
端
、
吉
祥
為
口
舌
、
金
剛
観
自
在
、

三
世
不
動
尊
、
心
為
遍
照
尊
、
臍
為
虚
空
眼
、
虚
空
宝
為
冠
、
相
好
金
剛
日
、

そ
の
伝
え
ん
と
す
る
所
説
は
、
ａ
56
「
十
五
尊
内
作
業
灌
頂
」
に
説
か
れ
る
が
（
26
）、
そ
の
内
実
と
と
も
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
と
同
一
の
文

言
が
、
真
鍋
俊
照
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
鎌
倉
時
代
の
書
写
と
さ
れ
る
称
名
寺
蔵
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
保
管
『
十
五
尊
布
字
位
所
』
（
27
）に

も
見
え
る

こ
と
で
あ
る
。『
十
五
尊
布
字
位
所
』
は
、
宝
冠
を
頂
き
定
印
を
結
ぶ
真
言
行
者
の
結
跏
趺
坐
像
で
、「
行
者
が
如
来
に
な
る
こ
と
（
あ
る
い
は

成
っ
た
と
仮
定
し
た
）、
完
成
さ
れ
た
像
・
姿
と
し
て
写
し
と
る
意
図
が
強
い
」
と
さ
れ
る
白
描
図
で
あ
る
。
描
か
れ
る
身
体
の
姿
は
異
な
る
が
、

ａ
56
の
伝
え
る
身
体
と
そ
れ
に
布
置
さ
れ
る
諸
尊
の
対
応
は
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
所
説
が
鎌
倉
に
遡
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

ａ
『
金
剛
王
院

実
賢
勝
尊
道
円
相
承
』
に
は
、
さ
ら
に
一
点
の
注
目
さ
れ
る
図
が
含
ま
れ
て
い
る
。
図
4
-6
に
示
し
た
ａ
55
「
真
言
宗
一

生
成
仏
図
」
は
、
胎
内
五
位
図
と
し
て
知
ら
れ
る
図
様
に
胎
外
三
位
を
加
え
て
「
一
生
」
に
あ
て
て
説
く
図
様
を
記
す
。
図
像
の
後
に
は
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

真
言
宗
一
生
成
仏
者
、
始
自
入
胎
、
終
至
入
壇
夜ニ

亜為
一
生ト

亜、
令
依
大
日
経
具
縁
品
意
者
於
此
一
生
間
亜喩
大
悲
胎
蔵
生
曼
荼
羅
亜、
若
以
法
喩ノ

意
亜見
之
者
、
明
一
切
衆
法
然
成
仏
之
義
亜也
、
是
云
如
本
性
信
解
亜也
、

意
が
汲
み
難
い
部
分
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
ａ
55
は
胎
内
に
入
る
所
生
の
は
じ
め
よ
り
入
壇
し
て
印
明
を
授
か
る
ま
で
を
一
生
と
し
て
示

し
た
図
で
、『
大
日
経
』
入
曼
荼
羅
真
言
具
縁
品
に
依
拠
し
、
こ
の
「
一
生
」
の
間
に
『
大
日
経
』
に
基
づ
く
大
悲
胎
蔵
生
曼
荼
羅
を
行
な
い
成

仏
を
得
る
こ
と
を
説
く
よ
う
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
古
写
本
を
見
出
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、『
瑜
祇
経
』
に
関
わ
る
所
説
と
の
関
係
も
明
瞭
で

は
な
い
。
資
料
性
の
吟
味
と
記
載
内
容
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
言
え
る
。

ｂ
『
醍
醐
方
金
剛
王
院
流

勝
尊
相
承
』
に
は
含
ま
れ
な
い
、
ａ
67
「
瑜
祇

序
品
内
」、
ａ
42
「
内
作
業

金
剛
王
院

第
十
一
品
内
」、
ａ

55
「
真
言
宗
一
生
成
仏
図
」
は
、
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、「
已
上
十
二
品
義
範
口
決
、
勝
覚
記
之
、
聖
賢
授
之
」（
ａ
57
「
瑜
祇

第
十
二
品
秘

決
」、
ｂ
32
「
瑜
祇
第
十
二
秘
決
」
奥
書
）
と
記
さ
れ
る
部
分
と
は
成
立
を
異
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
東
密
諸
法
流
印
信
類
聚

六
』
に
「
金

剛
王
院
流

実
賢
勝
円
相
承
（
勝
円
方
）」
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
印
信
（
28
）に
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
実
賢
方
の
印
信
の
一
部
と
し
て
継
承
さ
れ
た
こ
と

108

第四章 金剛王院流実賢方瑜祇灌頂印信について

109

図4-5 善通寺蔵「内作業 金剛王院 第十一品
内」（土蔵 23-249-3）『金剛王院 実賢勝尊道円
相承』の内
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成

第
１
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覚
城
院
資
料
の
調
査
と
研
究
Ⅰ　
　
　
　
　
　

      

中
山
一
麿 

編　

第
１
回
配
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税
込
１
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０
０
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第
２
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資
料
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６
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５
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２
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０
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・
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９
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第
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の
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Ⅰ　

   

新
安
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９
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寺
院
経
蔵
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
た
新
知
見
・
新
出
文
献
を
中
心
と
し
た
「
論
文
篇
」
な
ら
び
に
「
資
料
紹
介
」（
翻
刻
・
解
題
）
で
各
巻
の
内
容
を
構
成
す
る
。

◆ 

第
５
巻  

中
四
国
諸
寺
院
Ⅰ 

よ
り

◆ 

第
９
巻  

近
世
仏
教
資
料
の
諸
相
Ⅱ 

よ
り

「論文篇」本文刷見本　版面実寸より約45％に縮小しています

「資料紹介」本文刷見本　版面実寸より約50％に縮小しています


